
令和7年度事業概要一覧表

No.

No.

分類 C 内部管理事業総務課所管課消防局

D 建設・整備事業

26,496

0

14,084

26,739

561 621

18,396 18,339

1

0 12

794 794 799

921

施策

取組の方向性

8,100 8,100 8,400

分類

2

費用対効果（事業の効率性）に係る所見
R5決算 R6決算 R7予算

事業費(a)

主

な

内

訳

消防団員報酬等

物品等購入、維持費

旅費

　公設消防隊だけでは対応できない災害に備え、消防団や災害活動支

援隊を創設し事業の実施を行っている。また、事務においては、ペーパー

レスや貸与品の価格調整を実施し、消防力を維持したままコスト削減を

図っている。

8,169

投入量

18,771

312,374

設計工事監理委託 6,310 9,284

事業番号

うち一般財源

10,671

(単位：千円）

090-003 事務事業名 消防団一般管理

〇消防団、災害活動支援隊の施設及び人員を活用して、市民の生命、身

体、財産を火災から保護するとともに災害を防除し、被害を軽減する。

所管局 消防局 所管課 総務課

R7予算

〇消防庁舎建設・改修基本計画に基づく庁舎改修等

〇建築都市局建築部建築監理課の施設点検調査結果において要修理と

判断されたものについての改修

〇令和6年度実績

　・消防局消防指令センター入退室管理システム改修工事

　・堺消防署三国ヶ丘出張所外壁改修ほか工事

　・東消防署登美丘出張所外壁改修ほか工事

　・北消防署百舌鳥出張所防火塀改修ほか工事

　・令和7年度以降実施予定工事の設計業務

事業費(a) 30,515

所管局

6,683 10,886 12,450

2,633 6,095 4,157

16,608

事業番号 090-004 事務事業名 消防庁舎等改修事業

基本計画

2025

の施策

との関連

うち一般財源 20,815 78,183 88,716

主

な

内

訳

施設等修繕料 15,475

5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilient～

(1) 自助・共助・公助のバランスのとれた防災・減災力の向上

⑤地域防災力の向上

事業内容

基本計画

2025

の施策

との関連

戦略 SDGｓ

未来都市

計画の

施策との関連

ゴール

ターゲット

主な取組

ゴール⑾住み続けられるまちづくりを

11.5,11.b

「自助」「共助」「公助」の役割分担に基づく災害対策の推進

人件費(b)

年間経費(c)＝(a)+(b)

負担金

その他

（役務費、使用料及び賃

改修等工事 8,697

戦略 5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilient～ SDGｓ

未来都市

計画の

施策との関連

ゴール ゴール⑾住み続けられるまちづくりを

施策 (2) 都市インフラや公共施設の最適化・老朽化対策と交通ネットワークの構築 ターゲット 11.7

取組の方向性 ①計画的な長寿命化の推進 主な取組 公共施設や都市インフラの計画的な更新・補修の推進

事業内容
投入量 (単位：千円）

費用対効果（事業の効率性）に係る所見
R5決算 R6決算

106,868

17,809 22,552

133,983 363,616

　消防施設として必要不可欠なものであるため、大規模改修が短期間

に集中することのないよう中長期的な庁舎の改修計画を定めており、修

繕の重複をなくすことでコストを縮減し、効率的な維持管理が実施できる

よう事業を行っている。

28,540

その他 33 22

人件費(b) 12,150 12,150 12,600

150

年間経費(c)＝(a)+(b) 42,665 146,133 376,216



令和7年度事業概要一覧表

No.

No.

事業番号 090-005 事務事業名 消防署所等施設整備事業 所管局 消防局 所管課 総務課 分類 D 建設・整備事業

うち一般財源 22,367 203,533 21,000

報酬・負担金 0 0 03

基本計画

2025

の施策

との関連

戦略 5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilient～ SDGｓ

未来都市

計画の

施策との関連

ゴール ゴール⑾住み続けられるまちづくりを

施策 (2) 都市インフラや公共施設の最適化・老朽化対策と交通ネットワークの構築 ターゲット 11.7

取組の方向性 ①計画的な長寿命化の推進 主な取組 公共施設や都市インフラの計画的な更新・補修の推進

事業内容
投入量 (単位：千円）

費用対効果（事業の効率性）に係る所見
R5決算 R6決算 R7予算

〇管内情勢に応じた総合的・効果的な消防施設及び中期的計画を策定

し、それに基づき適正な消防署所の配置、新設、建替え、改修等を行う。

〇令和6年度実績

　・堺消防署移転整備事業に伴う庁舎増改築工事

事業費(a) 49,367 785,652 21,000

　災害等における防災拠点として有効に機能させるため、消防庁舎建

設・改修基本計画に基づき、耐用年数50年を超える消防施設等の中

から優先度の高い消防施設について、建替等に必要な建築工事及び

工事監理業務を実施する。

　防災拠点としての機能を最大限に発揮することができる消防庁舎の建

設を行うことで、災害対応能力の向上につながる。

　令和6年度は主に堺消防署移転整備事業に伴う工事請負費が増加

したことから事業費が増加したが令和6年度を持って工事完了する。

　令和7年度は臨海分署建替えに向け、基本計画策定業務を実施し

ていく。
人件費(b) 12,150 12,150

事業番号 090-006 事務事業名 消防庁舎維持管理事業 所管局 消防局 所管課 総務課

工事請負費 28,890 689,024 0

分類 D 建設・整備事業

12,600

主

な

内

訳

委託料 7,290 40,958 21,000

使用料及び賃借料 13,150 13,172 0

需用費・役務費・備品購入費 37 42,498 0

(単位：千円）
費用対効果（事業の効率性）に係る所見

R5決算 R6決算 R7予算

年間経費(c)＝(a)+(b) 61,517 797,802 33,600

460,179

　例年実施している業務委託や各種資器材点検について、仕様の見直

し等を行いながら事業を実施している。今後も市民・職員の衛生環境を

確保しながら、引続き費用対効果の観点から最適な庁舎管理となるよう

努める。

人件費(b) 12,150 12,150

電気使用料 83,539 93,998 92,009

水道使用料 30,767

4

基本計画

2025

の施策

との関連

戦略 5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilient～ SDGｓ

未来都市

計画の

施策との関連

ゴール ゴール⑾住み続けられるまちづくりを

施策 (1) 自助・共助・公助のバランスのとれた防災・減災力の向上 ターゲット 11.5,11.b

取組の方向性 ①危機対応力の強化 主な取組 「自助」「共助」「公助」の役割分担に基づく災害対策の推進

事業内容
投入量

〇消防庁舎について、保守点検等委託業務を実施

〇令和6年度実績

　・消防庁舎清掃業務（21施設）

　・冷暖房設備保守点検業務（22施設）

　・自家発電設備保守点検業務（21施設）

　・その他の庁舎設備保守点検業務

〇消防車両等（消防艇含む）及び消防資機材について、車検・点検など、

適宜修理を実施

事業費(a) 385,131 431,199

その他 66,677 71,705 86,295

うち一般財源 302,715 298,067 371,578

12,600

主

な

内

訳

32,572 30,086

施設・物品等修繕料 114,425 142,547 134,268

維持管理委託料 89,723 90,377 117,521

年間経費(c)＝(a)+(b) 397,281 443,349 472,779



令和7年度事業概要一覧表

No.

No.

事業番号 090-010 事務事業名 消防局安全衛生健康管理事業 所管局 消防局 所管課 人事課 分類 C 内部管理事業

(単位：千円）
費用対効果（事業の効率性）に係る所見

R5決算 R6決算 R7予算

12,577

・産業医の衛生巡視や各職場の衛生管理者等の指導による職場環境

の維持・改善

・健康診断結果に基づく受診勧奨により、職員の健康管理に対する意

識向上が見られる。(R６年度：至急受診に対する返信率100％、受

診勧奨に対する返信率95％)

・災害対応にあたる職員への予防接種を行うことにより、職員及び傷病

者への感染症予防に寄与している。（R6年度：HBワクチン6名、四種

混合29名）
人件費(b) 2,430 2,430

14

健康診断料 9,963 10,152 10,928

ワクチン予防接種手数料 1,081

5

基本計画

2025

の施策

との関連

戦略 5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilient～ SDGｓ

未来都市

計画の

施策との関連

ゴール ゴール⑾住み続けられるまちづくりを

施策 (1) 自助・共助・公助のバランスのとれた防災・減災力の向上 ターゲット 11.5,11.b

取組の方向性 ①危機対応力の強化 主な取組 「自助」「共助」「公助」の役割分担に基づく災害対策の推進

事業内容
投入量

〇労働安全衛生法に基づく安全衛生管理体制の整備充実

〇労働安全衛生法に基づく健康診断

○災害対応に当たる職員の感染予防対策

事業費(a) 11,044 11,458

事業番号 090-011 事務事業名 消防局職員研修事業 所管局 消防局 所管課 人事課

うち一般財源 11,019 11,433 12,552

分類 C 内部管理事業

2,430

主

な

内

訳

1,209 1,448

包布等クリーニング手数料 0 91 187

診断書取得費 0 6

(単位：千円）
費用対効果（事業の効率性）に係る所見

R5決算 R6決算 R7予算

年間経費(c)＝(a)+(b) 13,474 13,888 15,007

23,089
・教育訓練機関等への派遣については、各部門の業務が高度化し、より

専門的な知識・技術の習得が求められていることから、役職や経験年数

に応じ、各種教育機関等への派遣を計画的に実施している。派遣後に

おいては、身に付けた知識や技術を他の職員へフィードバックする機会を

設けるなど、指導者育成においても強化し効率的な人材育成を行ってい

る。

・各業務に必要な資格の取得及び更新については、必要性を精査し、

担当業務から外れた場合は更新を行わない等、効率的に災害対応能

力を維持している。

・外部講師を招くことで、民間の考え方等を取り入れ、時宜にかなった人

材育成を行っている。

人件費(b) 2,430 2,430

研修参加負担金 16,388 13,645 15,428

研修旅費 4,665

6

基本計画

2025

の施策

との関連

戦略 5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilient～ SDGｓ

未来都市

計画の

施策との関連

ゴール ゴール⑾住み続けられるまちづくりを

施策 (1) 自助・共助・公助のバランスのとれた防災・減災力の向上 ターゲット 11.5,11.b

取組の方向性 ①危機対応力の強化 主な取組 「自助」「共助」「公助」の役割分担に基づく災害対策の推進

事業内容
投入量

〇教育訓練機関等への研修派遣

〇各業務に必要な資格の取得及び更新

〇外部講師による研修

事業費(a) 21,980 19,388

366 466

年間経費(c)＝(a)+(b) 24,410 21,818 25,519

使用料及び賃借料 211 313 385

うち一般財源 21,980 19,388 23,089

2,430

主

な

内

訳

4,564 6,148

研修委託料、報償費 460 500 662

研修役務費 256



令和7年度事業概要一覧表

No.

No.

事業番号 090-014 事務事業名 消防水利整備事業 所管局 消防局 所管課 警防課 分類 D 建設・整備事業

うち一般財源 1,170 762 5,446

防火水槽新規設置 0 0 0

経年防火水槽老朽化対策 21,070

7

基本計画

2025

の施策

との関連

戦略 5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilient～ SDGｓ

未来都市

計画の

施策との関連

ゴール ゴール⑾住み続けられるまちづくりを

施策 (2) 都市インフラや公共施設の最適化・老朽化対策と交通ネットワークの構築 ターゲット 11.7

取組の方向性 ①計画的な長寿命化の推進 主な取組 公共施設や都市インフラの計画的な更新・補修の推進

事業内容
投入量 (単位：千円）

費用対効果（事業の効率性）に係る所見
R5決算 R6決算 R7予算

既存の公設防火水槽のうち、耐用年数50年を経過した経年防火水槽を対

象に、老朽化対策として耐震補強工事や劣化状況に応じた耐震補強を行う

ための調査設計業務を実施。

　また、上記に加えて、令和5年度からは簡易耐震（保水性確保）工事を

年4基実施。

【令和6年度実績】

　・耐震補強工事 1基

  ・耐震補強工事調査設計 2基

  ・簡易耐震（保水性確保）工事 4基

事業費(a) 21,070 46,462 67,246

　既存の構造体を利用し、耐震化や保水性向上のための改修工事を

実施するなど、効率的かつ効果的な老朽化対策を講じ、大規模災害発

生時に備えている。

人件費(b) 24,300 24,300

事業番号 090-031 事務事業名 （仮称）新金岡複合公共施設整備事業（消防局） 所管局 消防局 所管課 総務課 分類 D 建設・整備事業

25,200

主

な

内

訳

46,032 66,546

施設等修繕等 0 430 700

(単位：千円）
費用対効果（事業の効率性）に係る所見

R5決算 R6決算 R7予算

年間経費(c)＝(a)+(b) 45,370 70,762 92,446

103,802

　本事業は、老朽化した北消防署・北部地域整備事務所・衛生研究

所を新金岡地区に新築移転・集約するものである。

R6年度は、既存建築物の解体工事や新施設の設計業務など、新施

設建設のための整備に着手した。

　今後も、施設の複合化による設計・工事費用の縮減など、費用対効

果が得られるよう事業に取り組む。

人件費(b) 0 0

役務費 0 0 790

報酬 41

8

基本計画

2025

の施策

との関連

戦略 5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilient～ SDGｓ

未来都市

計画の

施策との関連

ゴール ゴール⑾住み続けられるまちづくりを

施策 (2) 都市インフラや公共施設の最適化・老朽化対策と交通ネットワークの構築 ターゲット 11.7

取組の方向性 ①計画的な長寿命化の推進 主な取組 公共施設や都市インフラの計画的な更新・補修の推進

事業内容
投入量

有事の際に関係機関との迅速な連携が図れ、地域の安心・安全に資する施

設として、北消防署・北部地域整備事務所・衛生研究所を移転・集約する。

事業費(a) 1,758 55,304

工事請負費 0 24,905 38,260

うち一般財源 558 36,704 37,302

0

主

な

内

訳

82 0

需用費 2 14 0

委託料 1,715 30,303 64,752

年間経費(c)＝(a)+(b) 1,758 55,304 103,802


